
- 1 -

原
爆
文
学
研
究
会
報

｜

第
五
〇
号

｜

原

爆

文

学

研

究

会

二

〇

一

六

年

九

月

長

崎

大

学

周

辺

の

街

並

み

を

歩

く

研
究
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
一
二
階
の
窓
か
ら
は
、

青
葉
の
濃
い
山
並
み
と
、
足
元
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
建
物
、
そ
し
て
山
の
中
腹
ま
で
み
っ
し
り
と
立
ち
並
ぶ
家
々
が
見
渡
せ
る
。
家

野
町
、
石
神
町
、
本
原
町
、
上
野
町
⅂
目
を
凝
ら
す
と
、
浦
上
教
会
の
双
塔
も
建
物

の
陰
か
ら
覗
い
て
い
る
。
眼
下
に
広
が
る
の
は
い
ず
れ
も
、
か
つ
て
原
子
爆
弾
に
よ

っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
街
々
だ
。
し
ば
ら
く
は
、
大
人
し
く
机
に
座
っ
て
締
め

切
り
前
の
原
稿
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
に
眼
下
の
街
を
歩
い
て
み

た
く
な
り
、
気
づ
け
ば
、
日
傘
と
地
図
を
片
手
に
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
を
う
ろ
う
ろ
し

て
い
る
。
梅
雨
明
け
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
真
っ
昼
間
に
戸
外
を
怪
し
げ
に
う
ろ
つ

い
て
い
る
の
は
、
私
と
携
帯
を
手
に
ポ
ケ
モ
ン
の
捕
獲
を
企
て
る
学
生
ぐ
ら
い
の
も

の
で
あ
る
。

長
崎
大
学
の
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
原
爆
投
下
当
時
、
三
菱
長
崎
兵
器
製
作
所
大

橋
工
場
だ
っ
た
。
守
衛
室
の
裏
手
の
木
陰
に
あ
る
長
崎
師
範
原
爆
慰
霊
碑
、
北
門
を

出
て
東
に
伸
び
る
被
爆
の
痕
を
残
す
三
菱
長
崎
造
船
所
船
型
試
験
場
、
三
菱
の
ロ
ゴ

を
象
っ
た
原
爆
殉
難
者
芳
名
碑
、
道
路
を
隔
て
た
純
心
中
高
の
敷
地
内
に
あ
る
慈
悲

の
聖
母
像
、
そ
し
て
、
三
菱
兵
器
と
刻
ま
れ
た
標
柱
⅂
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
痕
跡
か

ら
は
、
原
爆
の
被
害
と
と
も
に
、
失
わ
れ
た
被
爆
前
の
街
の
姿
が
ぼ
ん
や
り
と
立
ち

上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
か
つ
て
の

街
並
み
は
、
今
で
は
七
〇
年
前
に
こ
の
街
に
暮
ら
し
た
人
々
の
記
憶
か
、
切
り
取
ら

れ
た
写
真
の
中
に
し
か
な
い
。
現
実
と
重
な
っ
た
も
う
一
つ
の
景
色
を
見
よ
う
と
し

て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
見
慣
れ
た
風
景
の
中
で
バ
ー
チ
ャ
ル
な
ポ
ケ
モ
ン
を
捕
ま

え
よ
う
と
し
て
い
る
学
生
と
同
じ
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
、

思
う
。

文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
の
成
り
立
ち
を
も
う
少
し
調
べ
よ
う
と
、
図
書
館
に
向
か
い
、

大
学
史
を
借
り
た
。
誰
も
借
り
た
こ
と
が
な
い
よ
う
で
、
係
の
方
が
真
新
し
い
貸
出

期
限
票
を
本
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
る
。
先
日
、
広
島
大
学
の
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
一
部
の
学
生
が
戻
っ
て
き
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
た
が
、
被
爆
し
た
地

に
今
も
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
る
大
学
は
珍
し
い
。
被
爆
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
か
つ
て

の
街
の
姿
、
も
う
一
つ
の
世
界
を
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
く
学
生
に
も
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
ら
、
と
思
っ
て
い
る
。

（
四
條
知
恵
）

二
〇
一
六
年
五
月
一
四
日
（
土
）、
一
五
日
（
日
）
に
、
山
口
大
学
大
学
会
館
で
、
第

五
〇
回
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
一
年
一
二
月
の
第
一
回
例
会
か
ら
数
え
て

五
〇
回
の
節
目
と
な
る
今
回
は
、
初
日
に
会
員
で
あ
る
岡
村
幸
宣
氏
と
村
上
陽
子
氏
の

著
書
の
書
評
会
を
行
い
、
二
日
目
に
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

岡
村
氏
の
『《
原
爆
の
図
》
全
国
巡
回
』
に
つ
い
て
は
東
村
岳
史
氏
が
報
告
し
ま
し

た
。
著
者
を
交
え
た
全
体
討
論
で
は
、「
当
時
の
政
治
的
な
文
脈
が
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
」「
政
治
的
な
動
き
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
だ
が
、

そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
は
み
出
し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
作
品
背
景
、「
市
民
に
よ
る

原
爆
の
絵
の
表
現
と
の
違
い
は
何
か
」「
ヨ
シ
ダ
・
ヨ
シ
エ
の
い
う
「
恥
じ
ら
い
」
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
」
と
い
う
表
現
の
問
題
、「
右
派
や
占
領
す
る
側
か
ら
ど
の

よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か
」「
様
々
な
情
報
が
提
示
さ
れ
る
総
合
原
爆
展
に
お
い

て
原
爆
の
図
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
」
と
い
う
評
価
の
問
題
な
ど
に

第
五
〇
回

原
爆
文
学
研
究
会
報
告
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関
し
て
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

村
上
氏
の
『
出
来
事
の
残
響
』
に

つ
い
て
は
茶
園
梨
加
氏
が
報
告
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
も
著
者
を
交
え
て
の

全
体
討
論
を
行
い
、「
社
会
の
無
意

識
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」「
中
短
編

小
説
を
ど
う
読
む
か
」
と
い
う
読
み

方
、「「
沖
縄
文
学
」
と
い
う
名
付
け
」

「
沖
縄
を
め
ぐ
る
言
説
の
変
遷
」
と

い
う
問
題
、「
作
品
の
発
掘
」
な
ど

に
関
し
て
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し

た
。二

日
目
は
初
め
て
会
員
総
会
を
行

い
ま
し
た
。
事
前
に
行
っ
た
会
員
向

け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
今
後
の
会
の
方
針
に

つ
い
て
、
参
加
者
で
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
会
の
基
本
的

な
方
針
は
変
え
な
い
こ
と
、
新
世
話

人
を
募
る
こ
と
、
新
世
話
人
会
で
例

会
・
会
報
・
機
関
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
検
討
す
る
こ
と
、
入
会
手
続

き
は
例
会
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
決

め
て
も
ら
い
、
入
退
会
情
報
を
会
報

等
で
知
ら
せ
る
こ
と
、
な
ど
が
決
ま

り
ま
し
た
。

一

日

目

の

様

子

書
評
１
は
東
村
岳
史
氏
の
担
当
で
あ
っ
た
。
東
村
氏
の
問
い
は
約
言
す
れ
ば
以
下

の
よ
う
に
な
る
。（
１
）
巡
回
展
が
「
不
思
議
な
魅
力
」
を
帯
び
た
「
祝
祭
」
的
な

も
の
だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
ヨ
シ
ダ
・
ヨ
シ
エ
が
多
く
の
観
客
の
な
か
に
見

出
し
た
と
い
う
「
恥
じ
ら
い
」
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
。（
２
）
巡
回
展
の
時
期
と

場
所
、
観
衆
の
多
様
性
に
よ
る
反
応
は
ど
う
違
っ
た
の
か
（
広
島
で
は
不
評
、
長
崎
の

反
応
は
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
）
。（
３
）
こ
の
巡
回
展
の
占
領
下
当
時
の
運
動
と
し
て

の
意
義
と
、
観
衆
参
加
型
と
で
も
い
う
べ
き
こ
の
巡
回
展
の
今
日
的
意
義
は
ど
う
考

え
る
べ
き
か
。（
４
）
こ
の
巡
回
展
の
社
会
的
機
能
は
、
例
え
ば
増
田
肇
論
文
が
い

う
と
こ
ろ
の
「
精
神
安
定
装
置
」
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
対
し
て

岡
村
氏
は
も
ち
ろ
ん
フ
ロ
ア
か
ら
も
様
々
な
応
答
が
あ
っ
た
が
、
個
人
的
に
は
（
４
）

を
め
ぐ
る
質
疑
応
答
が
、《
原
爆
の
図
》
を
超
え
た
よ
り
大
き
な
問
い
に
も
触
れ
て

い
た
と
感
じ
た
。

書
評
２
は
茶
園
梨
加
氏
の
担
当
で
あ
っ
た
。
茶
園
氏
作
成
の
作
成
し
た
資
料
は
村

上
氏
の
著
作
の
全
一
二
章
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
メ
ン
ト
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
全
て

を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
個
人
的
に
強
く
心
に
残
っ
た
点
の
み
を
取
り

上
げ
る
。（
１
）
第
四
章
「
来
る
べ
き
連
帯
に
向
け
て

ℽ
長
堂
栄
吉
「
黒
人
街
」」

に
お
い
て
、
村
上
氏
は
沖
縄
の
人
々
と
「
黒
人
兵
」
た
ち
と
の
連
帯
が
「
そ
の
都
度

こ
と
な
る
も
の
と
し
て
出
現
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
も
の

で
あ
り
う
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
連
帯
の
可
能
性
が
（
現
在
進
行
中
で
も
あ
る
）
沖
縄

の
複
雑
さ
と
ど
う
関
わ
る
の
か
と
い
う
コ
メ
ン
ト
は
印
象
に
残
っ
た
。
ま
た
、（
２
）

第
九
章
「
原
発
小
説
を
読
み
直
す

ℽ
井
上
光
晴
「
西
海
原
子
力
発
電
所
」」
に
お

い
て
、
村
上
氏
は
「
可
能
性
と
危
険
性
を
合
わ
せ
持
つ
存
在
」
と
し
て
の
「
偽
被
爆

書
評
１
「
岡
村
幸
宣
言
『
《
原
爆
の
図
》
全
国
巡
回
』（
新
宿
書

房2015.10

）
」
、
書
評
２
「
村
上
陽
子
『
出
来
事
の
残
響
（
イ

ン
パ
ク
ト
出
版
会2015.7

）』
印
象
記

齋
藤

一
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者
」
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
被
曝
の
「
当
事
者
」
と
は
誰
か
と
い
う
問
い

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
熊
本
・
大
分
大
地
震
や
川
内
・
玄
海
原
発
の
こ
と
を
念

頭
に
置
け
ば
、
極
め
て
切
実
に
響
く
と
い
う
コ
メ
ン
ト
に
は
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の

が
あ
っ
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
は
「
残
響
」
に
読
者
が
い
わ
ば
共
振
し
て
し
ま
う
こ
と
自

体
を
問
い
直
す
必
要
も
あ
る
と
い
う
、
文
学
研
究
者
の
立
ち
位
置
そ
の
も
の
に
関
わ

る
質
問
も
あ
り
、
３
時
間
超
の
書
評
会
は
瞬
く
間
に
終
了
し
た
。

六
月
か
ら
原
爆
文
学
研
究
会
の
企
画
・
運
営
を
行
う
「
第
二
期
世
話
人
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
メ
ン
バ
ー
】

岡
村
幸
宣
、
川
口
隆
行
、
楠
田
剛
士
、
坂
口
博
、
長
野
秀
樹
、
中
野
和
典
、
野
坂
昭

雄
、
東
村
岳
史
、
村
上
陽
子
、
山
本
昭
宏
、
李
文
茹

【
仕
事
分
担
】

代
表
世
話
人

川
口
隆
行
（
二
〇
一
六
ℽ
二
〇
一
八
）

事
務
局
長

中
野
和
典
（
二
〇
一
六
ℽ
二
〇
一
八
）

機
関
誌
編
集

中
野
和
典
（
一
五
号
）、
山
本
昭
宏
（
一
六
号
）、
楠
田
剛
士
（
一
七
号
）

会
報
編
集

楠
田
剛
士
（
二
〇
一
六
）、
村
上
陽
子
（
二
〇
一
七
）、
東
村
岳
史
（
二
〇
一
八
）

Ｈ
Ｐ
担
当

野
坂
昭
雄
（
二
〇
一
六
）、
岡
村
幸
宣
（
二
〇
一
七
）、
李
文
茹
（
二
〇
一
八
）

第
五
〇
回

原
爆
文
学
研
究
会

○
日
時

二
〇
一
六
年
五
月
一
四
日
（
土
）、
一
五
日
（
日
）

○
会
場

山
口
大
学

大
学
会
館

第
二
集
会
所

【
一
日
目
】

書
評
１

岡
村
幸
宣
『《
原
爆
の
図
》
全
国
巡
回
』（
新
宿
書
房

二
〇
一
五
・
一
〇
）

彙

報

第
二
期
世
話
人
会
会
に
つ
い
て

東
村

岳
史

書
評
２

村
上
陽
子
『
出
来
事
の
残
響
』（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会

二
〇
一
五
・
七
）

茶
園

梨
加

【
二
日
目
】

原
爆
文
学
研
究
会
総
会

五
月
の
研
究
会
か
ら
早
く
も
四
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
会
報
の
発
行
が
こ
の
時
期

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

戦
後
七
一
年
目
の
夏
は
、
オ
バ
マ
米
国
大
統
領
の
広
島
訪
問
、
伊
方
原
発
の
再
稼

働
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
な
ど
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
本
会
と
し
て
は
第
二

期
世
話
人
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
後
の
研
究
会
の
企
画
や
一
五
号
の
編
集
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
次
回
の
研
究
会
は
一
二
月
二
四
日
に
神
戸
で
開
催
し
ま
す
。
三
つ
の
研

究
報
告
に
加
え
て
、「
原
爆
文
学
「
古
典
」
再
読
４
」
と
し
て
、
峠
三
吉
『
原
爆
詩

集
』
を
読
む
予
定
で
す
。
峠
に
つ
い
て
も
こ
の
夏
、『
原
爆
詩
集
』
が
岩
波
文
庫
か

ら
刊
行
さ
れ
た
り
、
日
記
資
料
が
広
島
市
に
寄
託
・
原
爆
資
料
館
で
保
管
さ
れ
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
九
月
一
四
日
、
本
会
員
の
道
場
親
信
氏
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
文

化
運
動
や
社
会
運
動
の
観
点
か
ら
ご
発
言
い
た
だ
き
、
本
会
に
大
い
に
刺
激
を
与
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
道
場
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
氏
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
楠
田
剛
士
）

編
集
後
記

発
行
元

原
爆
文
学
研
究
会
事
務
局

〒
八
一
四
ℽ
〇
一
八
〇

福
岡
市
城
南
区
七
隈
八
ℽ
一
九
ℽ
一

福
岡
大
学
人
文
学
部

中
野
和
典
研
究
室
内

tel:092-871-6631

（
代
表
）/e-mail:nakanok@fukuoka-u.ac.jp

URLhttp://www.genbunken.net/


